
22 

 

 

青葉小学校区 



校区活動 

評価指標 内　　　容 点　数 平 成 ３０ 年 度 に 向 け て

①調べる
（確認する）

・各町内会ごとの推進状況や取り組み等を把握しながら地域間の情報を実践活動に活かしてい
る。　現在、小地域ﾈｯﾄﾜｰｸ活動は、１１町内会中８町内会町が実施、　また、独自で１町内会実施
している状況にある。  実施率は、７２．７％
・平成29年度社協主催の小地域ネットワーク活動連絡会で若山団地町内会の活動実践発表を行
い、周知をしたところである。
・校区推進委員会の会議を２回開催、更に、地区連役員会で活動報告をし周知した。

4 ・引き続き実施したい。

②知る
（学ぶ）

・住民座談会(校区推進委員会・青葉地区連共催)を2月17日開催した。
今回は、きずな全市計画の状況の報告とﾜｰｸｼｮｯﾌﾟでは、ﾃｰﾏ「災害から考える効的
な福祉活動の展開」を昨年9月の台風から町内会長・推進委員・民協委員等の参加
で意見交換を図ることができた。

4 ・引き続き実施したい。

③つながる
・本校区推進委員会は、地区連福祉部を兼ねた組織体制で行っている為、校区内の
各町内会の福祉部とつながっている。　また、地区連役員会においてもきずな計画
の推進状況等を報告し、各町内会長に理解と協力を求めた。

4
・老人クラブなど高齢者や介護施設等との関わり方を具体的な意見交換を行い、福
祉活動を共有する機会を持つ必要があると考える。
・従来からの諸団体とは継続的に関わる。(緑陽地区民児協、三地区育成会、等)

③伝える
・校区推進委員会や住民座談会を通してきずな計画(全市・校区)について進捗状況
を知り、校区内の町内会役員等にきずな計画を伝えることができた。 4 ・組織的な役員と地域の一人ひとりの関わりや活動等の展開を考える必要があると

考える。

⑤高める
・住民座談会や推進委員会を通し、情報交換することで、日々の福祉活動に対する
意識を高める場となっている為、会議を行う役割は大きい。 4 ・引き続き実施したい。

日頃からの見守り・訪問・声かけの推進

評価指標 内容 点数 平成３０年度に向けて

①調べる
（確認する）

・現在、１１町内会中８町内会が実施。・・・１町内会増
また、独自的活動で１町内会実施。
・実施率は、校区内で７２．７％である。

4 ・小地域ネットワーク活動の実施町内会100％を目指す取り組みを図る。更に、地区
連で平成３０年度の事業計画に織り込む。

②知る
（学ぶ）

・校区推進委員会や住民座談会等で小地域についての説明する場を設けた。 4 ・引き続き実施したい。

③つながる
・本校区は、地区連福祉部が校区推進委員会と兼ねており、現状及び状況把握や
連携が図りやすい。
・その他の諸団体とのつながりも重視しながらできるだけ共有してきた。

4 ・従来からの諸団体とは継続的に関わり、高齢者や介護施設等との関わり方を具体
的に検討する必要がある。

④伝える
・小地域ネットワーク活動でも特に「安心キッド」の普及までは取り組まれているが、
そこからの展開がまだまだのようだ。 3 ・引き続き実施したい。

⑤高める
・小地域ネットワーク活動を中心に各種事業や行事等で説明した他、子育て中の家
族や高齢者を対象としても行った結果、「きずな」の実践が校区全体に広がりつつあ
る。

3
・小地域ネットワーク活動の全地域（町内会）導入を早期に目指すことを考える必要
がある。
・地域ごとで連携の取れた継続的な活動を行なう必要がある。
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居場所・相談・つながりづくりの推進  　

評価指標 内　　　容 点　数 平 成 ３０ 年 度 に 向 け て

①調べる
（確認する）

・既存のサロン活動は定期的に行われている。
・実施状況：サロン活動 ６団体、ふれあい会食会 ６町内(＋1) 4 ・サロン活動や町内会の会食会の団体を増やす取組を推進しながら、既設団体の引

き続き実施を推進する。

②知る
（学ぶ）

・サロン活動や会食会等を通して、独居高齢者などとの関わりができた。 4 ・引き続き実施を推進する。

③つながる
・サロンサポーター連絡会等の会議に出席し、他地区で行われている状況を把握し
つつ、情報交換を通して市内のサロンサポーターや関係機関と繋がることができた。 3 ・次年度も様々な情報を得られるよう連絡会等に参加したい。

④伝える
・サロン活動や会食会等で「きずな」について話をする機会を設けているが、その受
け止めは定量的には把握できないが、参加者には浸透してきているものと考える。 3 ・引き続き実施を推進する。

⑤高める
・サロンについては、地域の居場所として機能している。また、会食会を開催すること
で地域で見守りが必要な人を把握することができた。 4 ・引き続き実施を推進する。

子育て及び高齢者福祉対策の推進

評価指標 内　　　容 点　数 平 成 ３０ 年 度 に 向 け て

①調べる
（確認する）

・今年度は、特に、子供見守り活動として登下校時の声掛けや交通安全の啓発を中
心に実施することができた。また、青パト車との連携も図りながら大きな活動の成果
となったと考える。

4 ・長年の事業として諸団体との連携で引き続き実施を推進する。
　更に、地区連で平成３０年度の事業計画に織り込む。

②知る
（学ぶ）

・三地区育成会を通して、不審者情報や交通安全に関する情報を入手でき、更に、
防犯活動にも連動させることができたと考える。 4 ・引き続き実施を推進する。

・更には、高齢者への取組について把握していく。

③つながる
・三地区育成会(青葉小・富岸小・緑中)と連携を図りながら行なった。
・また、その他団体として「おやじの会」「子ども見守り隊」など、更に、つながりのある
活動になったと考える。

4 ・引き続き実施を推進する。
・更には、高齢者への取組について把握していく。

④伝える ・活動そのものがきずなの実践として定着している活動である。 4 ・引き続き実施を推進する。
・更には、高齢者への取組について把握していく。

⑤高める
・見守りパトロールを行うことで、防犯はもちろんのこと、児童や地域住民への見守り
にも繋がっている。 4 ・引き続き実施を推進する。

・更には、高齢者への取組について把握していく。
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　青葉小学校区／防犯・防災対策で安心安全な生活環境づくり ・・・ 防災避難訓練の実施　

評価指標 内　　　容 点　数 平 成 ３０ 年 度 に 向 け て

①調べる
（確認する）

・今年度は、三地区育成会との合同津波避難訓練の実施ができ、学校側との共通認
識が醸成できたことが大きな取組となった。
・単位町内会の実施については、自主性に任せたものとなっているが、実施した町
内会も１，２あり地区連として合同の訓練ができたことが成果である。

4 ・引き続き実施を推進する。

②知る
（学ぶ）

・地区連に独自の「自主防災連絡協議会」があり、会議の中で情報を共有できたと考
える。特に、合同避難訓練の実施要領が綿密に図れたと考える。
・今年度は、避難経路表示看板の設置計画が具体化したので、今後の行政の対応
をみていく。
・避難訓練の実施において、避難ﾙｰﾄに一部問題があったことがわかった。

4 ・引き続き実施を推進する。

③つながる

・主体的には、「自主防災連絡協議会」をもって、各町内会との連携を図ることとして
おり、十分に繋がることができたと考える。
・今年度は、三地区育成会との合同訓練が初めて実施することが出来たことが、大
きな成果と考える。

4 ・引き続き実施を推進する。

④伝える
・「自主防災連絡協議会」において、各町内会長・防災協力員に第３期きずな計画を
確認しながら、日常における地域意識を高揚できたものと考える。 4 ・引き続き実施を推進する。

⑤高める
・昨年の反省を受けて、防災避難訓練の地区連として統一的な訓練を実践できたこ
とが成果とできる。更に、展開できるものと考える。 4 ・引き続き実施を推進する。
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校区きずな推進委員会　委員

リーダー 田渕　純勝 校区きずな推進委員 北原　　勲

サブリーダー 粂井　孝子 校区きずな推進委員 津川　正博

サブリーダー 近藤トシ子 校区きずな推進委員 川村　憲子

きずな推進委員 吉田　伸吾 校区きずな推進委員 小笠原茂雄

きずな推進委員 亀山　　聖 校区きずな推進委員 遠藤　正一
校区きずな推進委員 堀尾　政江 校区きずな推進委員 垣内　  博
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１．校区活動

時期 名称 人数 内容

7月7日 第1回青葉小学校区きずな推進委員会 9 名
事業報告
小地域ネットワーク活動について
平成28年度における第3期校区きずな計画の評価について　　など

1月26日 第2回青葉小学校区きずな推進委員会 10 名
事業報告
住民座談会の内容について

2月17日 青葉小学校区住民座談会 23 名

「きずな」とは
”助け合い”が必要な背景（高齢者編）
”のぼりべつ”の今とこれから
「きずな」事業（生活支援編）
ワークショップ「災害から考える効果的な福祉活動の展開」

２．日頃からの見守り・訪問・声かけ（小地域ネットワーク活動）

来福町内会 緑町団地町内会 若山団地町内会

西川上町内会 若緑町内会 市営住宅桜木自治会

新登津町内会 あかしや町内会

実施率 72.7% （ 8 ／ 11 ）

３．居場所・相談・つながりづくりの推進（ふれあい・いきいきサロン、ふれあい会食会）

ふれあい・いきいきサロン

いきいきサロン桜木 いきいきサロン結

いきいき・ふれあいサロン「アソイワ」 わかやまサロン

カラオケクラブ「シロクマ会」 若山団地サロン

ふれあい会食会

来福町内会 新登津町内会

桜木団地町内会 若緑町内会

西川上町内会 あかしや町内会

実施率 54.5% （ 6 ／ 11 ）
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